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【課題の概要】 
脳における学習・記憶を担うのはニューロン間のシナプス

伝達効率の変化であるが、細胞メカニズムであるシナプス可
塑性はシナプス前部と後部の相互作用によって成立する。本
研究では、シナプスによる情報伝達機能がシナプス後部から
前部への力学的作用によって影響を受けることを解析し、シ
ナプスメカノバイオロジーと呼ぶ神経作動機序の新たな概念
を打ち立てることを目指す。研究には研究代表者が開発した
後シナプス標識プローブ AS と、現在開発中の前シナプス標
識プローブ BS を利用する。さらに、AS プローブを改良し、
多くの研究室での利用に供することとしている。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
研究代表者は当該分野における世界的なけん引者であり、

その実績は他の追随を許していない。後シナプスの樹状突起
棘（スパイン）が前シナプスの終末を機械的に刺激する力学
的効果により開口放出が増加するという研究代表者の提案は
挑戦的であり、本研究によって実証されれば、神経科学に大
きな変革をもたらすと期待される。また、新規プローブの開
発も公開を前提としており、研究分野の発展に有意義である。
本研究により、新規な分野創出の契機となる研究成果が得られ
ると期待される。 

 


